
予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　文化の森の賑わい創出事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　環境生活部　図書館　管理調整係　電話番号：058-275-5111（内291）

　　　　　　                        　E-mail：c21803@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　4,400千円（前年度予算額：2,400千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	2,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,400

	要求額
	4,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,400

	決定額
	4,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,400


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・「木のふれあい館（仮称）」開館に併せ、文化芸術の発信拠点として県図書館・県美術館エリアの賑わいを創出することにより、県民が３施設に親しみをいだくとともに、文化・芸術等に接する機会の創出につなげる。

・県図書館の目指す「情報共有・発信型図書館」を実現するため、平成２８年度から実施している歩行者天国イベントを継続するとともに、博物館や木育推進拠点と連携した館内広報環境の整備を図る。
（２）事業内容

　　・県図書館・県美術館間の市道を歩行者天国にし、エリア一帯で実施する賑わい創出事業を実施する。
①歩行者天国イベントの実施
○図書館主催イベントの実施
　　  　ア．ステージイベント

　　   　　・司書・ボランティアによる読み聞かせを実施

　　　　 　・レクレーション協会によるレク体験を実施

　　 　 イ．ワークショップ、物販

　　　　 　・司書・国際交流員等によるワークショップを実施

例：本の修理技術を生かした手作り絵本・ノート教室

オリジナルブックカバー作成、図書館探検ツアーなど

　　　　　ウ．ブックカフェ

　　 　　・美術やレコード、映画パンフ等の芸術文化を主にした古本市

　　　　 　・館内レストランによるカフェスタンド出店

　　　　 　・ガーデンテーブル・ガーデンチェアの設置

　　

②図書館機能の強化

　ア．閲覧室内案内表示

　　　  特集展示や能動的課題解決支援等に関係するコーナー表示や資料分類のプレート等を制作し設置する。

（３）県負担・補助率の考え方
　　　県負担10/10  中核図書館として県において実施することが妥当。

（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	10
	業務旅費（ワークショップ等打合わせ）

	需要費
	90
	ワークショップ用消耗品等

	役務費
	50
	郵送料等

	委託料
	4,086
	会場設営、図書館出展経費

	備品購入費
	164
	カッティングマシンの購入

	合計
	 4,400
	


	　決定額の考え方



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　◯「長期構想」における政策の目的
　　　新たなふるさとの誇りを生み出すために、文化の薫り高いふるさとづくりに取り組む。

事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
県図書館は今後、これまでの図書・資料の収集や、その利用相談等の取組みに加え、県内各地の様々な魅力や資源を共有して発信し、「清流の国ぎふ」づくりの一翼を担う「情報共有・発信型図書館」を目指すこととなった。
そのために、県民文化の森エリアを県の文化情報の発信拠点として強化し、賑わいを創出するための事業を実施する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	イベント参加人数
	　　０
	
	
	11,000
	11,000
（Ｈ30）
	100%


○指標を設定することができない場合の理由
	昨年度は試行的に実施したため、目標数値を設けていない。
駐車場などのキャパシティから、今年度以降も昨年度並みの参加者数を目指す。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

11月3日に1回実施し、延べ１１，０００人の参加があった。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　イベント参加者への図書館情報の発信、職員のイベントに関するノウハウ
の蓄積。
　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	県図書館の目指す「情報共有・発信型図書館」を実現する上で県民文化の森エリア全体の活性化は重要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	効果的な事業実施のため、県関係課のほか、美術館、博物館など他の文化施設とも連携して事業を行う。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○


	職員やボランティアの能力、既存イベントのノウハウを活用し、効率的な準備、運営を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　○他の文化施設との連携強化
　○レクレーション協会、国際交流センターなど協力関係にある団体との連
携強化
　○図書資料や施設の有効活用　など


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

○文化の日のイベントとして定着させるために、引き続き実施する。


